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研究成果の概要： 

ネピアグラス矮性晩生品種（DL）の南九州地域への適応性と DL 草地の省力的、永続的な繁

殖牛飼養体系の確立を 3 ヵ年間検討した。その結果、南九州低標高地では DL は越冬期間の最

低気温の極値が-6.2℃以下で越冬率が急減する（石井ら 2006；Ishii et al. 2008）が、DL－追播イ

タリアンライグラス草地は、造成 2 年目以降年間約 130～160 日間輪換放牧可能で、DL の草高

を約 100～110cm に保てば、造成後少なくとも 5 ヵ年間、家畜増体性（約 0.5kg/日）と利用率（約

50％）の高い草地を維持でき（石井ら 2007）、このことは南九州の平均的頭数の繁殖牛群でも

実証された（石井ら 2009）ことから、和牛繁殖の新たな飼養体系として提起された。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 2,000,000 0 2,000,000 

2007 年度 500,000 150,000 650,000 

2008 年度 600,000 180,000 780,000 

年度  

  年度  

総 計 3,100,000 330,000 3,430,000 

 
 
研究分野：農学（飼料作物学） 
科研費の分科・細目：畜産学・獣医学，畜産学・草地学 
キーワード：矮性ネピアグラス，肉用繁殖牛，輪換放牧，追播イタリアンライグラス，越冬性，

日増体性，南九州，離島 
 
１．研究開始当初の背景 

南九州における経営耕地面積と飼養頭数
に適合し、特別の調製機械などが不要な粗飼
料給与による家畜飼養体系として、暖地型牧
草の放牧利用が注目されている。特に 1980
年代後半にアメリカで育成され、その生育特
性が評価されたネピアグラス矮性晩生品種
（DL）は、普通種に比べて稈の伸長が抑制さ
れ、葉身の比率が高く、嗜好性に優れる。そ
こで本牧草の南九州低標高地における地域

適応性と DL 草地の輪換放牧による繁殖牛飼
養体系の確立を検証することが、省力的・環
境保全的な繁殖牛飼養体系の本地域への普
及にとって必須である。 
 
 
２．研究の目的 
（1）南九州の低標高地における DL の地域適
応性を検証するため、宮崎県、熊本県および
長崎県における DL の越冬性を、造成の 1～3
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年目に比較することと、新に宮崎県（2 箇所）、
熊本県（3 箇所）、鹿児島県（5 箇所）で DL
の実証展示栽培を行い、越冬性の検証を行う。
（2）DL－追播イタリアンライグラス（IR）
草地の年間を通した輪換放牧を、少頭数（3
頭）規模と南九州における平均的頭数（約 10
頭）規模で検証する。 
 
 
３．研究の方法 
（1）南九州の低標高地における DL の地域適
応性を、宮崎県宮崎市、熊本県水俣市、五和
町、合志町および長崎県有明町の放牧あるい
は採草利用条件下で、造成の 1～3 年目に生
育特性および越冬性を比較した。次いで、宮
崎県（2 箇所）、熊本県（3 箇所）、鹿児島
県（5 箇所）に DL を実証展示栽培し、1 番草
および 2 番草の生育と越冬性ならびに消化率、
粗タンパク質含量などの飼料品質と土壌の
化学性を調査した。 
（2）5ａの DL 草地を 6 区（計 0.3 ha）造成
し、肉用繁殖育成牛 3 頭を、2003～2006 年の
4 カ年にわたり 6 月下旬（7 月上旬）～10 月
下旬（11 月上旬）までの約 120 日間、補助飼
料を給与せずに、10ａ当り約 1 頭の放牧強度
で輪換放牧した。次いで、生体重 300 kg 前後
の黒毛和種育成牛（繁殖後継牛）を、10ａ当
り約 1 頭の放牧強度で輪換放牧し、濃厚飼料
補給の影響を検討した。最後に、2006 年 5
月 25 日に栄養繁殖で造成した DL 放牧草
地 0.66 ha に、2007 年 12 月 8 日に IR（品
種エース）を追播し、黒毛和種成牛 10.6
頭（放牧開始時平均 406 kg/頭）と子牛
4.1 頭（同 58 kg/頭）を、IR には 2008 年
3 月 31 日から断続的に 3 周期（計 30 日
間）、DL には 7 月 14 日～10 月 31 日に 4
周期（計 71 日間）輪換放牧した。  
 
 
４．研究成果 
（1）DL の越冬率は概ね 90％以上であったが、
合志町では、最低気温の極値が-7℃以下に低
下した 2003～2004 年では 17％、2005～2006
年では 10％と低くなった。また、連続放牧利
用では DL の越冬率が低下し、2004～2005 年
の五和町では 73％、2005～2006 年の水俣市
では 9％であった。したがって、 1) DL の越
冬率は越冬期間の最低気温に大きく影響を
受け、最低気温の極値が-6.2℃以下では越冬
率が急減すること、2) 連続放牧利用では同一
気温条件下の輪換放牧利用に比して越冬率
が大きく低下することが明らかとなった（図
1）。このことから、DL の多年利用可能な地
域とその利用形態が明らかとなった（石井ら
2006）。 
 
 

 
（2）宮崎県（2 箇所）、熊本県（3 箇所）、
鹿児島県（5 箇所）に DL を実証展示栽培し、
1 番草および 2 番草の生育と越冬性ならびに
消化率、粗タンパク質含量などの飼料品質と
土壌の化学性を調査した。その結果、離島を
含む実証展示試験地のいずれにおいても、DL
はよく適応でき、満足しうる粗飼料収量と飼
料品質を挙げることが実証された（Utamy et 
al. 2008; 2009）。 
 
（3）0.3 ha の DL 草地において、肉用繁殖育
成牛 3 頭は、2003～2006 年の 4 カ年の 6 月下
旬（7 月上旬）～10 月下旬（11 月上旬）まで
の約 120 日間輪換放牧利用でき、この全期間
の日増体量はそれぞれ、0.44、0.43、0.56 、
0.21kg/日であった。放牧前の草量と被食量は
ほぼ連動し、周期別の日増体量は、初回では
低くなったが、これは被食量の低さとは完全
には連動しなかった（図 2）。年間合計の草量
と被食量との間には正の相関関係があり、初
回放牧開始時の草量確保が、年間を通じた被
食量を高めるために必須であった。したがっ
て、DL－追播 IR 草地は、造成 2 年目以降年
間約 130～160 日間輪換放牧可能で、初回放
牧開始時の DL の草高を約 110cm に保てば、
造成後少なくとも 5 ヵ年間、家畜増体性（約
0.5kg/日）と利用率（草量に対する被食量の
比率が約 50％）の高い草地を維持できるが、
初回放牧時における家畜生体重の維持と草
地利用率の向上が課題と考えられた（石井ら
2007）。 
 
（4）DL－追播 IR 草地の輪換放牧体系におけ
る濃厚飼料補給の影響を検討した。日増体量
は 2007 年の全期間平均では 0.57 kg/日であり、
放牧後速やかに増加に転じ、放牧後期の速度
低下も抑制された。これは第 1、3 周期の被
食量がほぼ同程度であったことから、濃厚飼
料補給の効果と考えられた。初回放牧開始時 

図1. 越冬期間の最低気温極値と越冬率との関係.
○：輪換放牧（採草）利用，●：連続放牧利用．

 5調査地点の2002年12月～2006年3月の越冬期間．
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における草量を確保することが、年間を通じ
た被食量の増加に必須であり、極端な草高の
増加は草地の利用率を低下させた（表 1）。し
たがって、DL 草地の約 120 日間の輪換放牧
において、給与基準の約 1/3 量の濃厚飼料補
給で LWG を約 0.6 kg に維持できることが明
らかとなり（図 3）、和牛繁殖経営の育成・繁
殖後継牛の新たな飼養体系となりうること
を提起した（石井ら 2008）。 
 

 
 

（5）13.2ａの DL 草地計 5 区（0.66 ha）によ
り、自給粗飼料を舎飼中 8.3 kg DM/頭/日給与
したが、10.6 頭の繁殖成牛群を 7 月中旬～10
月下旬の 71 日間（舎飼と合わせて 110 日間）

輪換放牧できた（表 2）。この期間の放牧前草
量は 389～703 g DM/㎡/年、被食量は 214～484 
g DM/㎡/年、草地利用率は 44～85％の牧区間
変動を示した（図 4）。成牛の日増体量は DL
草地放牧期間の平均では 0.22 kg/頭/日で、第 3
～4 周期目では 0.74～0.77 kg/頭/日であり、牧
養力は 891 CD/ha と算出された。以上のことか
ら、DL 草地は盛夏期間の約 3 カ月半、IR は春
期の 1 カ月輪換放牧でき、繁殖牛群の体重は
維持できることから、和牛繁殖経営の新たな

飼養体系が提起された（石井ら 2009）。 
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図2.　ＤＬ草地における被食量（HC）と日増体量（LWG）との関係．

　　　黒毛和種育成牛（○，●）：黒塗りは初回放牧時．

　　　黒毛和種繁殖成牛（△，▲）：黒塗りは最終回の放牧時．

　　　LWG>0の時のデータについて相関係数を算出した．
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　　図3.　ＤＬネピアグラス草地における周期別の日増体量（LWG）と

　　  1日1頭当り被食量（HC）との関係．

　　　補助飼料なし（○，●），補助飼料補給（△，▲）：黒塗りは第1周期時．
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放牧前の
草高

放牧前の
草量 被食量

草地利
用率

放牧前の草高 1
放牧前の草量 0.587** 1
被食量 0.044 0.615** 1
草地利用率 -0.588** -0.422* 0.430* 1
**: P < 0.01, *: P < 0.05.

表1．DLネピアグラス草地の草高，草量，被食量と
      草地利用率との相関行列．

放牧周期 放牧日数
増体量

 (kg/頭/日)
牧養力
(CD/ha)

放牧前平均草量
(g DM/m²)

平均被食量
 (g DM/m²)

Ⅰ（7/14-8/17） 22 -0.29 306.7 151.6 116.3
Ⅱ（8/18-9/21） 24 -0.06 273.7 216.2 129.5
Ⅲ（9/22-10/26） 20 0.77 243.0 186.6 137.4
Ⅳ（10/27-10/31） 5 0.74 68.0 70.6 27.0

表 2. 矮性ネピアグラス草地の放牧概要 (2008年).

図4. 矮性ネピアグラス（DL）草地放牧期間における草種別草地利用率.
　　DL（■）およびバヒアグラス（Ba , □）.
　　実線はDLの平均値（62 %），破線はBaの平均値（47 %）を示す.
　　※は放牧後草量が放牧前草量を上回ったため算出されなかった.
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